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1. はじめに 
現在の文献検索では、多くの場合DB に利用者が想起したキーワードを入力することから始
まる。その際、利用者自身がすでに得ている情報（例・タイトル、著者名）をキーワードとし
て検索したり、利用者にとって未知の情報（例・主題）を検索したりする。利用者がその主題
について十分な知識を持たない場合には、適切なキーワードで検索できないことで、検索漏れ
やノイズなど非効率的な検索となる。 
本稿では、文献検索の初学者に向けて統制語による主題検索の有用性、および統制語を使用
した検索ツールであるシソーラスマップ（J-GLOBAL）とテーマグラフ（リサーチ・ナビ）の
利用法についての教材を提示する。 
 
2. 文献調査法 
文献調査法は、久留米大学文学部及び経済学部の 1 年生から 4 年生を対象に開講している
共通教育科目の一つである。共通教育科目は、大学入門科目、基礎科目、教養科目、社会展開
科目で構成される。文献調査法は、基礎科目のうち情報教育科目に位置付けられており、図書・
雑誌、インターネットや各種メディアなどの情報源の所在を知り、効果的に情報検索し、自分
の目的に適合するように使用できることを到達目標とする。履修登録者数は、2014年度76名、
2015年度 105名、2016 年度 74 名である。 
授業資料は、事前にE-LearningシステムKUEST により配布し、開講日に欠席した者も後日
資料を入手可能である。また、毎回実施している練習問題の提出先もKUEST であり、提出時
にはコメント欄に授業の感想を記入する。練習問題提出時に、受講生から主題からの検索の際
にキーワードの選定に迷うことがあるとのコメントが寄せられることがある。 
主題検索には我々が日常使用する自然語は表記の揺れ、同義語の多さなどから適していると
は言いがたい。主題検索では、統制語による検索が有効である。そのツールとして、シソーラ
スマップ（J-GLOBAL）とテーマグラフ(リサーチ・ナビ）を紹介し、あわせて検索法を解説
する。 
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3. J-GLOBALとリサーチ・ナビ 
J-GLOBAL〔科学技術総合リンクセンター〕（https://jglobal.jst.go.jp/）は、科学技術振興機構
（JST）が提供する科学技術に関連する情報の横断検索と関連検索ができるサービスである。 
このサービスでは、これまで別々のデータベースとして存在していた論文や特許、研究者な
どの異なる科学技術情報を一元的に登載し、それらの情報を著者や発明者、引用・被引用、キ
ーワードなどで相互につないで関連する情報を次々にたどって探索することができる。なお、
YouTube に「J-GLOBAL の上手な使い方」（https://www.youtube.com/watch?v=ifq9OonO-Hg）が
JST Channel より投稿されている。 
 リサーチ・ナビ（http://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/）は、国立国会図書館（NDL）が提供する調べ
もの案内のポータルサイトである。「調べ方案内」「テーマ別データベース」「専門室のページ」
「国立国会図書館のデータベース等」で構成されている。検索結果に関連するキーワードをも
とに関連するキーワードを表示したテーマグラフを提供する。テーマグラフは、NDLSH（国
立国会図書館件名標目表）に登録されている件名をキーワードとして使用している。 
 
4. 作成教材 
以下は、統制語を使用する検索について、パワーポイントで作成した教材である。 
主題検索を行うためのキーワードとして、統制語、自然語、シソーラス、件名、言葉と言葉
の相互関係を提示し、解説を行った。さらに、言葉と言葉の関係を可視化するツールとして、
シソーラスマップ及びリサーチ・ナビの検索法を例示した。 
 
 
図 1 統制語と自然語 
 
図 2 統制語の特徴 
 
図 3 シソーラス 
 
図 4 言葉と言葉の関係 
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図 5 同義語と多義語 
 
 
図 6 同義語の種類と例 
 
 
図 7 多義語の例 
 
 
図 8 統制語使用の意義 
 
 
図 9 OPAC における統制語の使用 
 
 
図 10  J－GLOBAL① 
 
 
図 11 J-GLOBAL② 
 
 
図 12 J-GLOBAL③ 
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図 13 J-GLOBAL④ 
 
 
図 14 リサーチ・ナビ① 
 
 
 
図 16 リサーチ・ナビ③ 
 
 
図 17 リサーチ・ナビ④ 
 
 
図 15 リサーチ・ナビ② 
 
図 18 リサーチ・ナビ⑤ 
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